
．．．．．．．．．．． 
・田・・・・
．園田・・・
圃圃里・

．． 圃圃・
．．．．．． 
・圃・・・・圃・．．．． 圃・・・ ・・・・・

一

つ

の

日

中

平

和

条

約

韓
国
の
対
中
シ
ン
パ
シ
｜

米
在
韓
地
上
軍の
撤
退
が、
い
よい
よ進
捗
し
よ

う
と
す
る
な
か
で
迎
え
られ

た
朝
鮮戦
争
幻
周
年の

去
る
6
月お
目 、
広
は
た
ま
た
まソ
ウ
ル
に
い
た。

総国
に
お
け
る
現
代
ア
ジ
ア
研
究
の
学
術
的
・中
心
で

あ
る
高
腿
大学
ア
ジ
ア

問
題
研
究
所
が
創
立
初
周
年

ま記
念
して
刷
催
し
た
「ソ
迷・

ゆ由・
北
朝
鮮の

三

角関係」
と
．勉
す
る
国
際会
議
に
出
席
し、
3
日

間の
白
熱

的
な討
議を
その
日

に
終
え

たば
かり
で

あっ
た。
こ

の
会
議
に
は、
金
俊燦
同
研
究
所長を

は
じ
め

と
す
る
初
名
に
近
い
緯
国
側の
参
加者
と、

ア
メ
リ
カ
側
か
らは
北
京
ア
ジ
ア

問
題
の
R－
A－

ス

カ

ラ

ピ

l

ノ
（

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大
）

、

中
ソ

関係

の
D・
S－
ザゴ
リ
ア
（ニ
ュ
ーヨ
ー
ク
市h品
大） 、

中由
・

日
本
問
題の
E－
F
・ヴ
オ
｜
ゲ
ル

（ハ
ーバ

ー
ド
大） 、
日
本
間
題
の
J－
w・
モ
｜レ
｜（
コ
ロ

ン
ビ
ア
大） 、
H
・パ
アン
ン

（

問） 、
北
朝
鮮・
中
国

問
題
の
I・
p・
キ
ム
（コ
ネ
チ
カッ
ト
大）

の
各

教
授
ら第
一
線の
＃
門
家
が出
席
し、
前
北
京大
伎

を
つ
と
め
たオ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
巾・同
専
門家
S－

フ

イ

ッ

ジ

ェ

ラ

ル

ド（

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

向

立

大
）

JU

加
わっ
た。
こ

の
会裁を
通
じ
て
術
悠
し
た
こ
よの

一
つ
は、
韓国
は
北
朝
鮮
と
対
立
して
い
る
あ
ま
り、

そ
の
背
後
に
はソ
速
の
脅
威を
強
〈
感
ず
る
わ
り

に 、

・中国
に
対
して
は、
か
なり
認
識
が
甘
く 、
む

し
ろシ
ンパ
シ
ー
が強
い、』
と
で
あっ
た。

反
覇
権
連
合
と
日
本

第こ
に
は、
ア
メ
リ
カ

の
代
表
がしば
し
ば
指
摘

し
たこ
と
だ
が、
その
よう

なソ
速
の
脅威
と
ソ
速

の
軍事
的
強
大
化
に
対
処
す
る
ため
に、
い

まこ
そ

米・
日・
中の
「
反
紛権
迎
合」
を
つ
く

るべ
き

で、

日
本
が
「利
権条
項」
入
りの
日
中
平
和

友好条約

の
締結
に

跨路す
る
理
由
がわ
か
らない、

とい
っ

た
意
見
で
あっ
た。
私
は、
ア
メ
リ
カ
がこ
の
よう

トラシス・パシヲfγ’・27リシヨシ

な

米
・

日
・

中

の
「

太

平

洋

横

断

的

連

携
」

を
n

新

太

平

洋

ド

ク

ト

リ

ン
H

（
一

九

七

五

年

ロ

月
）

以来
、

さ
らに
大
き
く
志
向
しつ
つ
あ
る
こ

と
につ
い
て

は、
こ

れ
ま
で
に
も
しば
しば
述べ
た
が、
や
はり 、

こ
の
よう

な
万向
は
今
後さ
らに
強
〈
押
し出
さ

れ

て
く

る
だ
ろ・
ー

だ
が、
ア
メ
リ
カ

と
は
異

なっ
た
国
際
環
境の

な

か
で、
中ソ
対
立を
利
用
す
るど
こ

ろか、
む
し
ろ

常
に
中ソ
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
るこ
と
の
危
険
性を

自
覚
して
ゆ
か
ね
ば

な
らない
わ
が国
と
して
は、

こ
と
中ソ
関係
に
関
す
る
か
ぎ
り 、
ア
メ
リ
カ

と
そ

の
よう

な同
一
歩
訓
は
と
れ
ない
の
で
あ
る。
む
し

ろ、
わ
が国
と
して
は、
広
い
国
際的
視
野の

な
か

に日
中、
日
ソ
関
係を
位
置づ
け、

な
に
より

も
ま

ず
対
中、
対ソ
外
交の
交
渉能
力を
高め
て
ゆ
か
ね

ば
な
らない。

に
も
か
か
わ
らず、
わ
が国
の一
部
に
は、
ソ
述

に
締
めつ
け
られ、
ソ
速
が掛川
い
か
らといっ
て、

条
件
反
射
的
に
・中国
に接
近
し
ょ・7

と
す
る
よ・つ

な

狭悦の
人
び

と

も存必
す
る。
現
に
最
近の
「制
俄

条
市引」
入
り日

・中平初

友好条
約を
め
ぐ

る
さ

ま
ざ

ま
な動
き

の
な
か
で
「
反ソ」
か
ら「
税
小」
へ
振

子
が動
こ

う
と
し
た
し、
対ソ
強
硬
外
交は
往々
に

して
対
中
軟
弱
外
交に

な
り
や
す
い
と
い
う
体
質

的

傾
向を、
わ
が国
は
治必
的
に
もっ
て
い
る
と
も
い

、え
よ・
1

も
う一
つ
の
平
和
条
約

る聞も はよ：L問提に 明制h の
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第一
次
大
戦
後の
ヴェ
ル
サ
イユ

条
約や
第二
次

大
戦
後の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
初
条約
も
そ
う
で

あっ
た。
だ
が
今日
の
世
界

に
は、
－VV7一
つ
別の

Mm
類の
平
和
条
約、
友好
条
約
が存
在
して
い
る。

そ
れ
は
た
と
え
ば、
一
九
七一
年の
ソ
印友
好・
平

初・
協
力

条
約
など
がそ

れ
で
あ
り、
む
し
ろ総
軍

事同
却条
約的

な
色
彩の
濃
い、
戦
略
的
品川公を
も

っ
た条
約
で
あ
る。
わ

れ
わ

れ
が当
面
す
る日
中
平

和
友
好
条
約
は、
その
ど
ち
らのパ
タ
ーン

の
も
の

で
あ
るべ
き

なの
か。
こ

の
肝

創刊悶悶刻現ω」基

い
に
し
た

ま柔
約
締結
促進の
同
会
決議
さ
え従

案し
よう

と
す
る
野
党
も
あ
る
が、

中岡
側
は
「
刑判

権条
項」
の
挿
入を
要
求
して
い
るの
で
あ
る
か
ら、

明
らかに
後
者の
よう

な戦
略
的
背
訟
に
おい
て
考

えて
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い。
ア
メ
リ
カ
が、

米・
日・
中

の
連携
を求
め
るの
む ‘
こ

の
よう

な

戦
略
的背
景
に
おい
て
で
あ
り、
その
こ

と
に
よっ

て
グロ
ーバ
ル

な対ソ
戦
略の一
環
に
し
よう

と
し

て
い
るの
で
あ
る。
だ
と
す

れ
ば、
わ
が国
は
そ
も

そ
も
その
よう

な
平
和
友好

条
約手
品・国
と結
ぶ
べ

き
で
は
な
い。
こ

の
点
は、
外
交
安
向
か
れ
た
国
際

環
境
に
お

い
て
維持
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
らな

い
わ
が

国の
立
場
か
らして
当
然
で
あ
ろ、7 。

そ・7
で
は
なく
て、

懸案処
理
に
よる
本来の
平

和

友好条約
で
あ
る
とい
う
の
な
ら、
わ
が方
が
胸

につ
か
え
るも
の
を残
し
た
ま
葬糸

約多
品
ぶべ
き

で
は
な
く、
正
規の
外交ル
l
ト

に
よる
交渉
に
よ

っ
て
問
題を
十
分
に
詰
め 、
場
合
に
よっ
て
は
そ
の

結
果を
条
約
交
渉
におい
て
談定
舎
や
交換
公
文

な

ど、
なん
らかの
形
で

喜花
し
なけ
れ
ば

な‘り
な

い。
一
九
八
O
年に
期
限
満
了

の
日
本を
仮
怨敵
と

し
た
中ソ
友
好
間
関条
約に
つ
い
て
も、

小雨
列UJ

の
鎖倒
問
題
につ
い
て
も、

中国
側の
領
海

な
い
し

は
漁
業

専管水
域総
恕
につ
い
て
も、
大
陸
棚
問
題

につ
い
て
も、
十
分

な
外
交
的
詰
め
を行
？必
要
が

あ
る。
こ

れ
らの
詰
め
がほ
と
ん
ど

なさ
れ
な
い
ま

ま
で
条
約
多詰べ
と
い
うの
は、
まさ
に
記事
論
で
あ

り、
さ

も
なけ
れ
ば、

中国語
で
い
う
J

凶問主義H

と
い
う
も
の
だ
ろう。

企
A

1977・ 8プレジデントハヌiκ） 
169 

世界の鼓動-二つの日中平和条約　『プレジデント』8月号-1977.08.00


